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平成 30 年 1 月 10 日 

 

広島 大学 理事 （ 教育 ・東 千田 担当 ） 宮 谷 真人 様 

広島 大学 附属 学 校園 長 各位 

                           

広島 大学 附属 学 校 園 評価 委員 会 

 

 

平成 29 年度 附属 学校 園の 評価 に関 わ る 総 括提 言 

 

 

 

 平 成 19 年 に学 校教 育法 及び 学校 教 育法 施行 規則 の改 正 が行 われ，「 教育 活動 を含 む

学校 運営 の状 況 につ いて 評価 を行 な い， その 結果 に基 づ き学 校運 営の 改善 を 図る ため

の措 置を 講じ る こと によ り ， その 教 育水 準の 向上 に努 め なけ れば なら ない 」 と 記 され

てい る。 

これ を受 け当 委 員会 は， これ まで 広 島大 学附 属学 校園 に 数 年 にわ たり 学校 訪 問を 行

って きた 。今年 度は ，第 3 期中 期目 標・中 期 計画・年 度 計画 の進 捗 状況，「 チー ム学 校 」

とし ての 協働 体 制・組織 づく り，学校 運 営等 の実 地調 査 を行 い，さ らに は，諸表 簿（出

勤簿 ，出 席簿 ， 指導 要録 ，学 校日 誌 等々 ）の 監査 を実 施 した 。 

特に 重視 した 観 点は 以下 のと おり で ある 。ま ず ， 昨年 度 の改 善指 摘事 項に 対 する 取

組み 状況 ，到 達 状況 につ いて 確認 す るこ と。次い で ，「国 立教 員養 成大 学・学 部，大学

院 ， 附 属 学 校 の 改 革 に 関 す る 有 識 者 会 議 報 告 書 （ 平 成 29 年 8 月 29 日 ）」 を 踏 ま え て ，

附属 学校 園と し ての 存在 意義 ・役 割 の明 確化 ，研 究推 進 の成 果と その 活用 ， 教員 の働

き方 改革 への 取 組み につ いて 評価 す るこ とで ある 。 

各附 属学 校園 の 実地 調査 の後 ，委 員 会の 調査 報告 を提 示 し， 約 1 ヶ月 後に 改 善計 画

を提 出す るよ う 要請 した 。 

 

 

Ⅰ 各附 属学 校 園の 改善 状況 （総 括 ） 

 各 附属 学校 園 とも ，平 成 29 年 度は ，昨 年度 の総 括提 言 や各 学校 園の 調査 報 告書 に基

づき ，校 園長 の リー ダー シッ プ ，「チ ーム 学校 」と して の 学校 づく り， カリ キ ュラ ム ・

教育 研究 ，保 護 者・ 地域 社会 との 関 係な どに 関し て 改 善 に努 め， より 良い 学 校運 営・

経営 がな され て いる と 認 めら れた 。 

 特 に， 評価 で きる 点は 次の とお り であ る。  
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1) 学校 園 長の リ ーダ ーシ ッ プが 発 揮 され ，適 正 に学 校 運 営が 行わ れ てお り ， 各学 校

園の 独自 のス ク ール カラ ーが 明示 さ れて いる 。  

 

2) 各附 属 学校 園 の特 色を 活 かし た 教 育実 践（ Ｓ ＳＨ ・ Ｓ ＧＨ ・ユ ネ スコ ス ク ール ・

幼 小 中 一 貫 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム ， 複 式 学 級 ， 特 別 支 援 教 育 な ど ） と 開 発 研 究 の 推

進が 積極 的に 行 われ てい る。  

 

3) 教育 研 究会 や 校内 研修 に おい て ， 大学 や広 島 県教 育 委 員会 との 連 携を 密 に して ネ

ット ワー クの 構 築 を 図り ，教 育研 究 の向 上に 努め てい る 。  

 

4) 現代 の 教育 課 題と なっ て いる グ ロ ーバ ル化 へ の対 応 に ，多 くの 学 校園 が 英 語教 育

の 充 実 ， 外 国 の 学 校 と の 交 流 ， 児 童 ・ 生 徒 の 相 互 訪 問 を 計 画 ・ 実 施 し ， グ ロ ー バ

ル時 代に 求め ら れる 人材 の育 成を 図 って いる 。  

 

5) 法的 に 必要 な 表簿 が適 正 かつ 的 確 に管 理さ れ て お り ， 児童 ・生 徒 の安 全 管 理は も

とよ り責 任あ る 学校 運営 を行 って い る。  

  

以 上 ， そ れ ぞ れ の 学 校 園 の 改 革 ・ 改 善 に は ， 他 校 園 に お い て も 参 考 に な る と 判 断 で

き る 取 り 組 み が 数 多 く あ り ， こ れ ら を 附 属 学 校 園 間 で 積 極 的 に 共 有 し ， お 互 い 有 効 活

用す るこ とが 望 まれ る。 

 

 

Ⅱ 各附 属学 校 園に さら なる 改善 を 願う 点 

 平 成 29 年 8 月 に「 国立 教員 養成 大 学・ 学部 ，大 学院 ， 附属 学校 の改 革に 関 する

有識 者会 議報 告 書 」が公 表さ れ ，国 立大 学附 属学 校に つ いて の課 題と その 対 応策 が

問わ れて いる 。 

本報 告書 を踏 ま えて ，本 年度 の 各学 校園 の調 査を 実施 し たと ころ ，戦 略 的経 営と

教育 構想・教 職 員の 人材 育成・研 修 体制・教職員 の労 務 管理 等 に つい て，早 急に 改

善す べき 点と 要 望は ， 次 のと おり で ある 。 

 

1) 附 属学 校 園と して の存 在意 義や 役 割の 明確 化と その 成 果の 発信 につ いて  

今日 ，各 附 属学 校園 なら では の特 色 をさ らに 強く 押し 出 す必 要が ある 。附属 学校

園 の 存 在 意 義 は 他 の 公 立 学 校 等 で は な し え な い 実 験 的 取 組 み を 展 開 で き る と こ ろ

にあ る。  

その ため には ，各学 校園 が独 自の カ リキ ュラ ムマ ネジ メ ント を行 い，教 育活 動等

の取 組み をさ ら に充 実さ せ，そ の成 果を 分か りや すく ，情報 発信 する こと が 求め ら
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れる 。  

たと えば 成果 を 具体 的に 数値 で表 す など「見 える 化 」し ，エ ビ デン スを もっ て 示

すこ とが 必要 で ある 。  

  

2) 教 職員 の 人材 育成 ，研 究体 制 及 び 研修 体制 につ いて  

教職 員は ，教 科，学 級経 営，学年 経営，各教 育領 域な ど 幅広 い面 にお いて 指 導 力

が求 めら れて い る。  

この こと から も ，教 師 一人 ひと りが Ｐ －Ｄ －Ｃ －Ａ マネ ジ メン トサ イク ルを 自 ら

展開 し，工夫・改善 の中 で教 師力 を 身に 付け る必 要が あ る。また ，教 職員 誰 もが ミ

ドル リー ダー に なる とい う意 識を 醸 成し ，管 理職 だ けで なく ，教職 員全 員が 学 校経

営・ 運営 への 参 画意 識を 持つ こと が 大切 であ る。  

その ため にも ，教科 指 導に 限ら ない 教 員と して の キ ャリ ア 研修 や職 能成 長を 意 識

し た 研 修 計 画 を 立 案 す る な ど ， 到 達 目 標 を 見 据 え た 教 職 員 の 研 修 体 制 を し っ か り

と構 築し ，常 日 頃か ら積 極的 に研 修 を行 うこ とに 努め て いた だき たい 。  

さら に， 他の 公 立学 校等 への 「研 修 モデ ル校 」 と し て の 発 信 を 望 む も の で あ る 。 

 

3) 今 年度 の 研究 推進 の現 況及 び成 果 の活 用に つい て  

各附 属学 校園 の 特長 を踏 まえ た研 究 課題 を軸 に ，研 究 成果 を学 内外 に引 き続 き 発

信す るこ とが 必 要で ある

，

学 ᡜ が，，の
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ワ ー カ ー や カ ウ ン セ ラ ー 等 の 学 校 園 外 人 材 の 支 援 体 制 の も と で 取 組 む こ と ， ま た

文 部 科 学 省 や 広 島 県 教 育 委 員 会 等 が 作 成 し た 改 善 事 例 に 学 ぶ こ と な ど ， 可 能 な と

ころ から 積極 的 に進 めて いた だき た い。  

   さ らに ，附属 学校 支援 グル ー プと も連 携し ，他の 附属 学校 園や 公立 学 校園 に「 モ

デル 」を 示す よ うな 働き 方改 革を 実 行し てい ただ きた い 。  

 

Ⅲ 総括 提言 の 公開 につ いて 

今 日 ， 外 部 評 価 の 導 入 や 学 校 公 開 な ど 学 校 の 透 明 性 を 高 め ， 学 校 の 説 明 責 任 を

果 た し て い く こ と が 重 要 で あ る 。 ま た ， 学 校 改 善 に も つ な が っ て い く 意 味 で も 学

校評 価は 大い に 意義 があ るも ので あ る。 

 

平成 30 年 3 月開 催の 拡大 校園 長会 議 にて 委員 長か ら校 園 長 ，副校 園長 に説 明 し

た後 に公 開す る 。 

 

 

 

 

          広島大 学附属 学校 評価 委員会  

           委員 長  坂越 正 樹（教 育学研 究科 教授 ）  

           副委 員長 大井 博 夫（附 属学校 再編 計画 室長 ）  

委 員  山 本 聖典 （広島 県教育 委員 会学 校経営 支援課 長）  

同   鈴木 由美 子（ 教育学 研究科 教授 ）  

同   間瀬 茂 夫（ 教育学 研究科 教授 ）  

同   松浦 伸 和（ 副理事（附属学校・教員養成担当）・教育学研究科教授 ） 

同   由井 義 通（ 副理事補佐（附属学校担当）・教育学研究科教授）


